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山梨県・桂川：地方砂鉄鉱床調査報告

宮本　弘道骨　岡野　武雄果

R6sum6

　Iron　Sand　Or6Deposits　at　Katsur昆一g訊w＆Dis｛τic輩，　Y乱m纏nashi　prefect覗re

，　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　Hlrom1ch量Miyamoto＆Takeo　Okallo

　　　Iron　sand．ore　deposi㌻s竜n　the頗ddle　Miocene五〇rmafion　are　distributed　at　Sαruhashi　and

Nlshikatsura　towns　along　the　R量ver　Katsura．　These　deposits，flat　lentlcular　in　shape，occur　in・

sandstone－c6nglomerate　beds　of出e　lowes亡part　of　Katsura－gawa　fomミadon　which　c6nsists　of・

tuff，tuf∫aceous　s段ndst叩e　and　conglom’erate．　The　iron　ores　are60mposed　of　magnetite，・

旗aniferous　magnetite，ilmen竜te＆nd　hematite旦ssociating　quartz，feldspars，’common　augite，

limbergite　like　mineral，and－s1hceous　pebbles　etc．

　　　The＄aruhashidep・sitextends150m」nlengthwiththick血ess・f1－2m．S・m6handspecimen

contain6％in　TiO2and　O．98％in　V205at　maximum．　The　deposits　have　ever　been　mined　・

for　vanadium　ore．

　　　The　Nishikαtsura　deposit　croレs　out　for　abqut4km．along　the　land　slope，and　has　thickness

2～8m・　丁丘e　average　conten㌻of　Fe　and　TiO2are・respectively35％a耳d8％．　The　titanium

・
、

contents　in　the　strong　magnetic　ores　are　about10％1n　TiO2，and　in　others　Iess　than歪hat．　It

lsnecess＆ryw・rkt・findexactreservesbydeta三1edpr・spectin帥ef・retheexpl・量t＆t1・n・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　街道に沿い東方2．O　kmを，この聞定期バスが運行し，
　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　交通運輸の便は良好である。

　昭和29年10月23日から14日間，山梨県桂∫ll地方の砂鉄
　　　　　　　　　　　　　　　ハ鉱床を調査したので，ぞの結果を報告する。

調査地域は山梨県桂川流域の猿橋町および西桂町を中

心とする2地域である。今回はこの両地域内の砂鉄層の

賦存状況を明らかにすることを目的として調査した。、猿

橋附近の砂鉄については，1940年頃，教育大学の須藤俊

男？が鉱物学的に調査したことがある。西桂附近の地質

については1950～1951年頃，教育大学の福田理・篠木

嶺三2）により層位学的調査が行われている。いずれにし

ても鉱床として纒まつた調査は行われていない。
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第1図位・置・交通図
猿橋地区の砂鉄鉱床

　　　　　1・　位置・交通お毒び鉱区

1．1　位置および交通（第1・2図参照）

調査区域は猿橋町を西端として東西3・5km，南北2・5，

kmの範囲で、ある・猿橋鉱山の旧現場は猿橋町の乖東

0．＄kmの蛇骨沢入口にあり，中央線猿橋駅下車，甲州

　＊鉱床部
＊＊　仙台駐在員事務所

1．2鉱返

鉱区番号採66

鉱業権者東京都中央区銀座2丁目大倉本館1

　　　　　　　　　　　　　　宮本俊三
稼行状況　最近まで猿橋鉱山と称し稼行きれていた。

　　　　　　2．　地　　形

桂川は本区域の南部を西から東ぺ流れ，猿橋町附近
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　（海抜300m）において葛野川を合し，宮谷附近におい

て南流し，きらに鳥沢附近から蛇行しながら東へ向か

う．桂川は局部的に川底侵蝕が著しく，高き30m程度

の急崖が処々に見受けられ，猿橋の奇景もその1つであ

る・桂川輩岸には海抜．1・000卑以上の百蔵山・扇山等が

東西の方向に並び，南斜面の海抜500m附近から以高の

部分は急傾斜をなすが，それより低い部分は緩傾斜とな

、り，段丘地形に変じ，宮谷沢・蛇骨沢等の谷がその間に

発達し，桂川本流と同様数玲mの急崖が処々に発達す

，る。これらの谷幅は狭く，砂鉄鉱床開発にあたつてほ廃

砂の処理に難渋する。

3。地　　質

　地質は古期岩層・第三紀層・洪積層・沖積層・新期熔

岩流等からタる（第2図参照）。

　3．1古期岩暦
　本層は小仏層と称せられ，百蔵山・扇山等を構成し，

主として珪岩およ、び粘板岩からなり，下記の桂川層とは

東西に走る逆断層によつて接し，その境界附近の本層は

甚だしい擾乱を受けている。

　3溜第三紀暦「

　本層は御坂層・猿橋層誓桂川層からなり，桂川層およ

び猿橋層は従来桂川層と呼ばれていたものであるが，前

者は礫岩層が主体となり，後者は砂鉄層を含むことによ

り2づをこ分ζナオこ。

　3．2．1御坂層

　本層は灰緑ないし緑色の凝灰岩・角礫凝灰岩・珪箪砂

岩等からな軌桂川本灘沿いに麟出する。本層の走向・、

傾斜はN50～700W，60～800Nである。本層の最上部

附近には凝灰角礫岩層および集塊岩層が発達し，赤色凝

灰質頁岩層を挾み，安［1二1岩および玄武岩の岩床が遜入す，

る一。

　3．2。2　猿橋層．（第3図参照ン　　　　　，

　本層は御坂層の上位にあり，礫岩・砂岩・凝灰角礫岩

からなり，砂鉄層・石炭層・介化石層を挾有する。本層

の走向・』傾斜はN50～70。W，60～800Nである．本層の

厚さは蛇骨沢において確められた所では20qmに達し・

その東方の宮谷沢および袴着南の沢においては50m以

下となり，漸時薄くなる傾向がある・本層は蛇骨沢西方　、

では厚い洪積層に覆われて，その詳細が朋らかでない

が，蛇骨沢附近における本層の堆積状況は第4図の断面

図に示される通りである。

　本層と御坂層との関係は本匿域内においては明らかで

ないが，西桂附近における観察結果から推定し・不整合

の関係にあるものと考えられる。本層は従来の桂川層の

下部層にあたり，と㌧にいう桂川層とは整合関係をも

ち，漸移する。

　3。2。3桂川層

生
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　第、2図　猿橋附
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第3図

　三　　　・　紀　　　　　層

陀骨沢附近地質鉱床図

　本層は猿橋層の．ヒ位に重なり・礫岩を主とする地層で

・あつて，厚き1～2mの泥岩の薄層を挾む．また宮谷沢

においては290m以上の厚さを示し，そのなかには礫岩

の薄層を挾む厚き100mに近い泥岩層が発達する・走向

，・傾斜はN60～800W，60～80。Wである。

　3．3洪積層
　本層は桂川両岸の段丘を構成するもので，砂・礫・火

山礫・関東火山灰等からなり，ぼとんど水平に近い。本

、層は上記の各炭層をいずれも不整合に覆い・厚さは50m

以上に達する。

　3。4　新期熔岩流

　本岩は猿橋附近に分布し，洪積層を被覆し，富士火山

に関係する熔岩流であつて，黒灰色多孔質の輝石安山岩

からなり，厚きは猿橋附近において20m内外を示す。
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標即

高370

350

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　譲　　　　　　　　　層　　　　　　　桂川屠
θm 50m

第4図　　A－B　断面　図

さらに西方へ延びているとのことである。
4．鉱　　床

　．本匿域の砂鉄層は猿橋層中に胚胎する。猿橋層は蛇骨

沢・・宮谷沢および袴着南の沢にわたり分布するが，砂鉄

層は蛇骨沢およびその入口附近の斜坑の一部に露出する

に過ぎない。主要砂鉄層は1層で，ほかに少量の砂鉄を

含有する細粒礫岩層が2層認められた。

　主要な砂鉄層は蛇骨沢に露出し，暗緑色，粗粒砂岩層

中に胚胎レ1“まめ”と称せら再る厚き約1mの暗緑色

の細礫岩の薄層を挾む。この露頭の南東方約13qmに斜

』坑坑口があり，これから約40血下部に厚き2血の砂鉄「

層が確められた。　・　　　　，

　上記の露頭と同様に細粒礫岩層を挾んでいるが，賦存

　　　　　　　　　　　　　　状況は第5図に示

　　　　　　　　　　　　　　される通りであ

　　　　　　　　　　　　　　る。それより下部

　　　　　　　　　　　　　　の坑内状況は水没

　　　　　　　　　　　　　『のため明らかでな

　　　　　　　　　　　　　　いが，鉱山側の資’

　　　　　　　　　　　　　　料によれば，主要

　　　　　　　　　　　　　　砂鉄層の最も厚い

　　　　　　　　　　　　　　所は斜坑坑口から

　　　　　　　　　　　　　　下部40血の所で，

　　　　　　　團　　　　　　　　　　　　砂岩　2mの厚さを示し
　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　砂鉄・それより東または

　　　　　　　　　　　　礫暮西に対しては，そ

　　　　　　　　　　　　　　の厚きを減じてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　るとのことであ

　　　　　　　　　　　　　　る。蛇骨沢の露頭
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第5図　猿橋鉱山斜坑内柱状図

と斜坑内の砂鉄層

とにより，おもな

含砂鉄層の走向延

長は150mまで確

められた。鉱山側

の資料によれば，

5．鉱　　石

　本地域の砂鉄は帯緑黒色，緻密，堅硬で，かつて塊鉱と

して出荷きれたことがある。おもな組成鉱物は磁鉄鉱・

チタン鉄鉱・赤鉄鉱・石英・珪質岩の礫等からなり，ほ

かに普通輝石およびその変質物である緑泥石様の鉱物を

伴なう。以上の各鉱物粒間は褐鉄鉱様，緑泥石様物質お

よび方解石等により充填されている。

　曇．1鉱石鉱物

　鉱石鉱物粒は円昧を帯び，’径O．2～0．5mmσ）粒度を

もち，，主として磁鉄鉱粒からなり，赤鉄鉱粒は少量，・チ

タン鉄鉱粒融きオ）めて稀に含まれる。磁鉄鉱粒の一部は

1赤鉄鉱化作用を受け，、少量のチタン鉄鉱および赤鉄鉱の

薄葉が磁鉄鉱粒中に離溶の状態で存在する。

　5．2脈石
　石英粒および珪質岩の粒は径0。5～0。7mmのものが

多く，磁鉄鉱粒よりや㌧大粒である。石英粒は破片状で

あり』珪質岩の粒は円味を帯びる。

略．品　　位

　本区域内において採取された試料の化学分析の結果は

第1表に示される通りである。

　化学分析の結果によれば，　Fe40％以上の砂鉄には

TiO25～6％含まれ，PおよびCuはそれぞれ0．00％，

Sは0・03％で・含有率はきわめて低い・クロムはCr、

03，0．14％，バナジンはV2050．98％を示すものがあり，

バナジン分が比較的多い6

7．開『　発

7．1沿革
本区域内の砂鉄は昭和12年勝田義郎が蛇骨沢の石炭層

の下盤側に発見し，同13年8月鉄鉱区を設定，次いで蛇．

骨沢の露頭を中心に探鉱した。昭和14から20年に至る

間，理研鉱業K．K．と西脇健治とにより鋭意探鉱が行わ

16一（642）・
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第1表　猿橋附近採取試料化学分析結果

位
置1　　　　ド　　　T．Fe

　　』搦

斜坑坑内の鉱石

蛇骨沢露頭厚き1m

蛇骨沢露頭上鉱部

45．71

22。17

51．11

FeO
　％

24．37

14，22

26．40

Fe203
　％

38．24

15．88

42，27

Tio2
　％

5．25

1．66

6．25

P
％

0。00

S
％

0．OO3

Cu・

％

0．GO

SiO2

　％

1
6
．
26

．Cr・31

　％1

0．14

V205
　％

0。98

Ge
％

0．000

、

分析：化学課　技官後藤隼次

れ，バナジン抽出用として2，000tの鉱石を出荷した。、

その後幾多の人々により小規模の探鉱が行われたがみる

べきことなく，昭和26年11月に至り東一金属K．K，か

ら現権者が譲り受け，坑内の取明けを行い，残鉱約100t

を出鉱したのみで，29年の秋休山し今日に至つた。

　7．2　開発上の問題点および将來性

　坑内掘によって稼行された部分は砂鉄層の富鉱部であ

る。鉱山側の資料によつて蛇骨沢水準面以下の採棚状況

をみると，残存鉱量はきわめて少なく，したがつて今後

期待きれるような発展は望み難いと思われる。

　　　　　　8．　県吉言角および総才舌　　　　、

　　　　　り猿橋附近の調査結果を総括すれば次の通りである。

（1）本区域内の砂鉄層は，中・新期の猿橋層中に胚胎

する。

（2）おもな砂鉄層は蛇骨沢および斜坑坑内において確

認されたに過ぎない。厚き1乍2mであり，走向延長は

約150魚まで確められた。

（3）採取試料のうち上鉱の化学分析をみればFe40％

身上の場合はTiO2は5～6％であるがへV205は0・98

％であつて，一般にバナジン分が多い。P，S，Cuはき

わめて少ない。．．

（4）猿橋層の分布範囲が限られヂ残存鉱量もきわめて，

少量子想きれるから，将来開発が進んでも期待のおける

発展は望み難い。一

西桂地区の砂鉄鉱床

1．　位置・交通および鉱区

　1。1　位置および交通（第1・6図参照）

　調査区域は山梨県南都留郡西桂町上暮地から下暮地に

至る東西3km，南鵡2・5kmの範囲である・富士鉱山の

現場はその西端の殿入沢入口附近に位する。中央線大月

駅において富士山麓電気鉄道に乗り換え，三ツ峠駅下車

国道沿いに南西進i．3kmで上暮地に達し，きらに北西

方に1．3km進み現場に至る。三ツ峠駅から現場まで，ト

ラツクの運行可能で，交通運搬の便はきわめて良好であ

　　　　　　　　　／る。

1．2鉱区
鉱区番号

鉱業権者

稼行状況

試1877，試1912ゴ試1863

東京都中央区日本橋1の2国分ビル

　　　　　　　　東北鉱業株式会社

富士鉱山と称し探鉱準備中

2．　地　　形

　本区域の南縁を富士山麓から発する桂川が南西から北

東へ流れ，北側には三ツ峠山を主峯とする海抜1，000～

1，700mの山脈が南北に走り，この南斜面の海抜800m

以上の部分には高き100mに達する急崖が発達し，地形

急峻であるが，海抜800m以下は丘陵性地形となり，そ

の間に殿入沢・上暮地の沢等が東西または南北の方向に

走る。砂鉄層の露頭はこσ斜面の裾たあり，谷底から

70m以下に位置す為。殿入沢の水量眞選鉱用としては充

分であるが，下流の下暮地で染織を行つている関係から

廃水の処理には特に注意を要する。

3．地　　質

　地質は第三紀層・角閃安山岩・沖積層・新期熔岩流等

からなる（第6図参照）。

1．．』蓬聾峯／・
藤・・』毛隼，1雲：葦　　繋斎　　　

，κ厚

　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
　　　　　　吝、嫡　　　　上暮地　　20塾一一一

灘田F等　　、　一　論
口輪叢團桂川層皿御囎國角閃安山岩目古屋層國韻

　　　　　　第6図　西桂附近地質鉱床図

＼
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地質調査所月報（第6巻第11号）

　3．1　第三紀暦

　本層は下位から御坂層・．声屋層・桂川層が分布する・

このうち古屋層は猿橋地区における猿橋層に対比される

ものである。

　3。1．1御坂層

　本層は主として緑色凝灰岩および凝灰角礫岩からなり　・

珪質頁岩・砂岩等を伴ない，殿入沢附近において古屋層

によつて不整合に覆われる。本層は福田理らによる小沼

層に相当し，石英斑岩等の火成岩の貫入を受けている。

　3．1．2古屋層　　　　　一F
　本層は御坂層の上に，桂川層の下に位し，桂川層とは

整合関係をもつ。主として緑色～暗緑色の凝灰質砂岩層

．からなり，殿入沢附近においては厚さ130～170mに達

する。本層の最上部は砂岩および礫岩からなり，上部の

桂川層に漸移する。御坂層との不整合面の直上部には含

砂鉄砂岩層・凝灰質砂岩層・頁岩層および礫岩層があ

り，集塊岩層および層状の安山岩を梓なう。また砂鉄層

の上部には海成貝化石が産するる

　3．1．3桂川層

　・本層は本区域の北部に分布し，主とレて礫岩からなり

泥岩の薄層を伴なう。’』殿入沢附近において厚き150mを

越えている。’この上限は断層によつて切断きれ，三ツ峠

礫岩層（三ツ峠山頂附近に分布する地層）に接する。

　3．2　角閃安山：岩

　本岩は多く本区域の西部に露出し，上記の各層を貫絵

き，岩床状，岩脈状をなし，長き1cmに達する角閃石

の斑晶を含む。古屋層を貫ぬく場合には，その附近の範

層は幾分珪化作用を受けている。

　3．3　沖積層および新期熔岩流

　沖積層嫉斧底・河川流幣附近等に分布し，砂・礫・粘

土等からなる。新期熔岩流は主として黒色多孔質の輝石

安山岩からなり，桂川に沿う沖積層の上を北東方へ流　

する。

　一3．4地質、構造

　・御坂層・古屋層間の不整合面は，殿入沢附近では，ほ

　y　N30。E方向の軸をもつて，下向きに晋曲し，上位の

、古屋層に対して背斜構造を与えている。不整合面は殿入　・

・沢の東方，三ツ峠駅へ向かつては桂川北岸斜面沿いに約

1．5km追跡され，殿入沢の西方においては沖積層の下に

没する。この不整合面に沿うて砂鉄層が存在する。

4．鉱　　床

4．1橿論
　本区域の砂鉄層は古屋層の最下部に胚胎する。この部

分は厚き0．・1～2，0mの礫岩層および凝灰質砂岩層から
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第7図　殿入沢附近地質鉱床図

　

餐
落

至
ル

なり，頁岩層を伴なら。その厚きは2～8mで・4れを

含砂鉄層と称することにする。砂鉄層は概して偽層をな

し，厚さは0，1～1．Omでレンズ状に雁行することが多

いが，母岩の層理面に平行するものも認められる。露頭

ゐ分布状況は第6図および第7図に示きれる通りであ

る。

　4．2賦存状況
　殿入沢附近には30ヵ所に及ぷ旧坑，採掘跡・剥土跡が

あり，斜商の裾に沿い約2kmにわたり露頭が追跡きれ

る（第7図参照）。また殿入沢の東方，三ツ峠駅寄りの

桂川に面した斜面には，砂鉄層の露頭が約2kmにわた

り散在する。殿入沢附近の含砂鉄層はN30。Eの方向を

・軸とする背斜構造を示し，露頭はこれに支配きれて配列

する。

　旧坑・採掘跡・剥土跡において認められた各砂鉄層の

賦存状況は第2表に示きれる通りである（第6・7図参

照）。

　4．2．1　貝石坑の砂鉄層

　，本坑は殿入沢における最大のものである．坑口附近に

は砂鉄層が2層認められ，西引立附近にはきらに1層，

合計3層が認められる。いずれも偽層をなし，互に雁行

する。傾斜は10～300SWを示し，砂鉄層の厚きは最大

1・5㌻3・Omで，その間に幅0，5～1，0mの礫岩層を挾む。

　4。2。2　鳶名沢3号の砂鉄層

　本坑道内には5層の塊状砂鉄層があり，暗緑色の砂岩

18一（644）



ソ

層と礫岩層とを母岩とす

る。砂鉄層の規模は2～7m

×2～5m×1，5～4。5mで，

各砂鉄層間に1は厚さ0．5～

1，5mの礫岩層を挾む。

本坑道の北25mの所に

ある鳶名沢6号の採掘跡に

も同様な塊状の砂鉄層が存

在し、，14×10×5mの規．

模をもつている。本坑なら

びに鳶名沢6号坑の附近に

は角閃安山岩の逆入があ

る。

4．2．3下宮鉱山跡の砂

　　　鉄層
下宮鉱山跡には4採掘跡

があり，最南端の採掘跡に

は砂鉄層が4層確められ，’

厚さはおのおの1～2．5m

である。砂鉄層の堆積状況

は第8図の通りで・最下部

は異常堆積をなし，砂質泥

岩礫を核として，同心円状

に高品位部が堆積してい

る。

4．2．4　その他の砂鉄層

　寄せの沢坑内にみられる

砂鉄層の堆積状況は第8図

に示す通りである。，かつて

殿入沢1号坑内から1×104t

の出鉱をみたことがあると

いわれるが，現在は崩壊甚

山梨県桂川珀方砂鉄鉱床調査報告（宮本弘道・岡野武雄）

　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　第2表　西桂地区砂鉄層賦存状況一覧表

位　　置

冷　石㌧坑

大谷1号坑（露　　頭）

北山坑附近
（露　　頭）

大谷2号坑（露　　頭）

寄せの沢坑

富士見採掘跡

金峯5号（露　　頭）

金峯2号（露　　頭）

別　当　坑

貝一’石　坑

馬込8号坑
馬込8号坑上部
（露　　頭）

馬込3号坑
馬込8号の1
（露　　頭）

馬込8号の2
（露　　頭）

鳶名沢3’号

鳶名沢6号坑

寺の入沢（露　　頭）

樋　之　沢
（露　　頭）

馬捨場附近
（露　　頭）
下宮鉱山採掘跡
（露　　頭）

泉　　　 寺
（露　　頭）
学　校，　裏
（露　　頭）

砂鉄層　　規　　　模
の　数　厚きm長きm高きm

1

1

1

1

9

1

1

1

1

3

1

1
14

2
1’

5

1
1』

1

4

1
数個

膨大部
4　　　15　　・8
1，5

1．15

1．3

0．2～0．7

18×12，5×6（推定）

1』2

約1．5

最大0。8　2．5
1．5

2．0－
1．

5　　8　　3
最大、4．5走向方向
平均3　10＋
平均　　EW　NS
2．0　　　　　5，0　　7．0

－1～5

2、0

　　　9．0

　　　　1．52～7　2～5
　　　　～4．5
5　　　14　　10

最大1，2

・1～2

1，5

0．4

0．8以上
3に達すものあり、

　母　　　　岩
上　　盤　下　　盤

だしく，坑内の状況は明らかでない。

5．・鉱　石

本区域内の砂鉄は軟弱で容易に砂状になるものと，黒

色緻密質のものとに分けることができる。前者韓量が多

く，北山・冷石・大谷1号・大谷2号の各坑内に，後者

は鳶名沢3号および寄せの沢の各坑内に確められるが・

量的には少ない。　・

　砂鉄の鉱物組成は場所による著しい差異は認められず

鉱石鉱物は主として磁鉄鉱・チタン鉄鉱・褐鉄鉱等から

なり，脈石としては石英・斜長石・普通輝石・緑泥石様

の鉱物・角閃石等が挙げられ，そのほかに葦質岩石類・

安山岩類の円礫を伴なうずこのうち褐鉄鉱・緑泥石様の

礫岩層および砂岩層

・礫混り砂岩層　礫　岩　層

聾蟹羅厚繍層

礫岩層　砂岩層
　　　　緑色砂岩層
両盤砂岩層，　上盤際ド1
岩層を伴なう　列並びの礫

暗緑色砂岩層

礫岩層　砂岩層
〃
、

〃

〃

〃

〃

礫岩層

礫岩層　砂岩層、
暗緑色砂岩層および礫岩層

小礫混bの砂岩層　礫岩層1

粗騨岩層灘灘
遜入安山岩　　含礫砂岩層

礫岩層　礫岩層
表．土含礫砂岩層

鉱物等は細粒部に富み，その他は粗粒部中にある・

5．1鉱石鉱物
磁鉄鉱粒は径0．1～0，3mmの円味をおびた粒で11一

部赤鉄鉱化作用を受け，少数のものは赤鉄鉱およびチタ

ン鉄鉱と離溶の状態をとり，赤鉄鉱およびチタン鉄鉱の

単体はきわめて少ない。黄鉄鉱は径0，01mm程度で小

量ながら磁鉄鉱粒中に包有される。

5．2脈石
石英は破片状蒼なす，ものが多く、，珪質岩石粒・安山岩

粒とともに径O．2～0。51n皿の粒度を示す・緑泥石様鉱物

は相当多く，普通輝石がそのなかに僅かに残つているこ

とからも，前者は後者よりの変質物と思われる。斜長石

ほ自形のもののなかには径0．5mmに達するものがある・
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　　　　　　　　　　第3表　採取試料化学分析結果（1）
旧下宮紘山附近

：表土、

00

O　O　O　O
O　　O　Q　O
o　O　　　O
Q　　O　　　O

oQO　O
Q　　　Oo
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OO　O　O

OQO

6　　0

⊂）○○O
OQ（〉
○O　Q

κ

O　QO　o（）　GO
　oO　　OO

No、22

富士鉱山
寄せの沢坑内

Nσ8

No20
1〉021

　　　砂　岩

藩躯岩
7

笏

記
’号

m
　5　3
　　　6
　4　7・

　　　8，
　3　9
　　・11
　2
　　13
　　14
　7　15

　　17
　0
　　18
　　20
　　21

第8図含砂鉄層2例

　低品位部

砂鉄
　試料採取

採取位置

22

24

251

26
－
2
9

30

31

種類

北山露頭
・源々林左沢

　〃　右沢
寄せの沢坑坑内

　〃　坑外
金峯1号
寺の入沢
馬込8号の2

　　〃
鳶名沢3号
　　〃　5号

下宮鉱山、跡

　　〃
　　〃
泉寺露頭、
下宮鉱山跡
　　〃
貝石坑左引立

馬込8号
馬込3号

粗
． 鉱

　〃

　〃

貯　鉱
粗．鉱
　〃

上　鉱
下　鉱

球状鉱
球状鉱
周辺部
礫混り鉱石

粗　鉱

厚き
1n『

1，15

3．5

0．8

1．2

1．2

化学分析結菓（％）

　Fe　Tio2

　　　　　　6．・品　位

採取試料の化学分析の結果は第3表および第4表に示

きれる通りである（第6・7図参照）。

第4表に示きれるFeO，Fe孝03，，Tio2の含有の関係

を3角図に示せば第9図の通りである。

砂鉄中の不純物の含有状況は第4表に示きれる通りで

33．24　3．99’

12．74　　　1。05

19．39　　　1，57

23．82　　　3．57

8．86　　　0．53

39．33　　　3．18

32．133．77’

40．99　　　4．78

36，56　　　4、83

46．04　　5．93　．

39．81　5．11』

13。27P　O．80

42．57　　　5．93

11．06　　2．53　、

46．44　　　6．46

14．93　　　tr，

13．37　　　1．62

50．31　　　7，01

38．78　　4．85

46．44　　　6，74

　　　　　　　　　分析：東北鉱業株式会社

それを総括すれば，

（1）燐分はP　O，015％以下，硫黄分はS　O，030％以

下で，ともに低い。

　（2）銅分はCu　O，00％以下で，きわめて低い。

　（3）北山坑坑内の試料および水の沢の転石に関して一

はV2050．30％以上で，バナジン分はや、高い。、その

他はV2050．10％以下で低い。

比較的鉄分の高い粗鎗について，まず一30メッシユに一

粉砕し，600ガウスの永久磁石により，強磁性部と弱磁

第4表採取試料化学分析結果（2）

記号

　4

10

12

×16

19

×23

27

28

採取位置

北山露頭塊状鉱
水の沢∂転石
金峯1号の2
鳶名沢右の沢
鳶名沢3号坑採掘跡塊鉱
下宮鉱山2号の左上鉱

大　谷　2　号　坑
別　　　当　 ．坑

T．Fe
　　化　学　分　析
FeO　　Fe203　・TiO2　　P

結　果　％
　S　　　Cu　V205　　Ge

52．48　　　11，45

47．42 14，93

45．26　　　10．27

14．72　　　2．49

45．70　　　10．50

46．63　　　15．00

38．06　　　　6．16

33．31　　　10．97

62．35

51．24

53．34

18．30

53．70

50．00

47．60

35．47

5，58

0．80

6．11

2．15

7．OO

8。18
，4．04

4．85

分析：×化学課技官後藤隼次
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0．012

『0．003

0．014

0．020

0．008

0，Q80

0．012

0．008

0．012

0．018

0．00

0．027

0．01す

0。010

tr。

tr．

tr．

0．00

tr．

tr．

tr、、

0．41　　－

0，59　　－

O．09　　－

0，00　0．000

　　Sio20・09拓．36、

一　〇．000

tr．　　　一・

tr．　　　一

その他　東北鉱業株式会社
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fθ203←　　　　　　　70　　　　［　　80　　　　　　　90
Pθ0

　第9図　富士鉱山附近砂鉄FeO・Fe203・Tio23角図

　　　山梨県桂川地方砂鉄鉱床調査報告（宮本弘道・岡野武雄）

　　　　　　　　　　　　　　　位を鉄の有効品位と称することにする。、
　　　丁五〇2　　　　’　　　　　　　　　着磁率をS％とし1強磁性部中の鉄品位をa％とすれ

　　　蚤・　　　　　　　　　　　　aS　　－
　　　　　　　　　　　　　　　 ば，粗鉱中の鉄の有効品位はー6一％の形でポされる。

　　　　　　　　　　　　　　　おもな粗鉱について求めた鉄の有効品位は第5表に示さ

　　　　　　　　　　　　　　　．れる通りである。粗鉱中の鉄品位が高くても，その有効

　　　　　　　　　　　　　　　品位が低い場合は磁選鉄精鉱が少量となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　同様なことはチタン分についても考えられるが，本区

躯，一∠、』惚熱；鍵蓼　す1傾向が低
詔
偲
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第5表磁性別試料化学分析結果

記号

F2

F4
F臼5

F12

F14

F19．

F23

F29

磁性別重量比

　　　％

強S　63．3
弱W36．7
，強S82・9
弱W17．1
強S　31．1一
易i多～刃　68．9

強S　75．0
弱W25．0
強S　73．0
弱W27．0
強S　91，2
弱W　8，8
強S・94。8
弱W　5．2
強S　88．7
弱W1工3

化学分析結果％
T．Fe　Ti⊆）2

　粗鉱中の
有効鉄品位％

49．36　　7．73

21．72　　　2ご70

50、12　　　7，73

42．98　　7．20

35．99　　　6，00
、8，96　　　0．90・

49．06　　7，60、
33．87　　　4．58

49．36　7．68
34，02　　　3．97

51．43　　9．57

38．42　　　7，50

’
4
7
。
23　　7．76

40．10　　　6．92

50．73－8，82
44．04　　7．5G

31．24

41．55

11．19

36．80

36．03

46．81

44．77

45．00

分析：化学課技官後藤隼次

性部とに分けた試料の化学分析結早は第5表である。

　．第5表中にある強磁性部中のチタン分はTio210％以

，下であるから，本区域の磁選鉄精鉱中のチタン分もこれ

と同様Ti・2・・％以下と推定される1まアこ強離紳

のチタン分が弱磁性部中のものより高いことは，砂鉄中

’のチタン分は大部分磁鉄鉱粒中に離溶または固溶の状態

ではいり，分離しにくい状態となつてい為ものと推定き

れる。また弱磁性部中にチタン鉄鉱の単体が少ないので

　チタン精鉱の品位向上を計つても著しい品位の上昇は期

　待ぞきないものと考えられる。

　第5表中め粗鉱の鉄品位は強磁性部および弱磁性部中

　に含まれる鉄分の合計であるが，一般に鉄分として利用

　きれるものは磁選した。鉄精鉱中の鉄分のみであるから，

　粗鉱中の鉄品位を表わす場合にも，鉄精鉱中の鉄分のみ

　に着目して鉱量計算に使用する方が便利である。この品

8．亙沿革
本区域め砂鉄層は昭和12年・土地の人小沢喜由1ζよつ

て発見された。本区域の東部の砂鉄層は昭和13年杉田正

久により鉱区（試1877）が設定きれ，下宮鉱山と称し・

約1年間に300tの出鉱をみた。その後出鉱なく，昭和、

26年大戸川某に，同29年3月に現権者に移り今日に至

つている。

　本区域の西部は昭和13年熊沢某により鉱区（試1912）

の設定をみ，金峯鉱山と称し，終戦まで稼行された。総

出鉱量は25…Ot（F“4・～50％）価つた・⑳後昭

和26年5月鈴木栄太郎，同28年8月小沢喜由を経て，

29年3月現権者に鉱業権が移り，操業に着手し，今日に

至つている。

　8。2現況
　調査当時殿入沢附近において富士鉱山が露頭探鉱中で

あつた。ぞの操業の概要は下記の通りである。

　稼行鉱床，殿入沢内の北山坑・冷石坑、・大谷坑におい

て探鉱中であつた。

　採掘手掘・坑内掘を主とする。

　選鉱東和式湿式磁選磯を中心とする選鉱機械設

　　　　　備中であつた。

　労務者在籍数　　14名

　出　　鉱　　なし。

　8．3　開発上め商題点および将來性

　殿入沢附導には多数の露頭が散在レ，斜面に沿い約2

　kmにわたつて砂鉄層の延長が確められるが，最も開発

　の進んだ殿入沢の西側の谷壁約800mの間においても・

　約20mまでの澤部まで探査されているに過ぎない・こ

　¢）部分に関してはきらに深部へ向かつて砂鉄層の存在が

　予想されるから，その探査を進め，鉱量の増加を計るべ

　きである。

　　また砂鉄層の堆積は古屋層下限の不整合面の形と密接

　な関係を持つから，殿入沢附近において詳細な調査を実

　施し，この不整合面の形を明らかにし，砂鉄層の潜在状

　況を知り，その分布範囲の拡大を計るべきである。

21一（647）
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9．結論および総括

　西桂附近の調査結果の総括を次に述べる。

　（1）本区域内の砂鉄層は中新期に属する古屋層中に

胚胎する。

　（2）　おもな砂鉄層は殿入沢附近から三ツ峠駅附近に一

至る丘陵の裾に沿い，約4kmの間に分布する。砂鉄層

を含む地層の厚きは2～8mである。

　（3）　砂鉄層の母岩は礫岩層およぴ凝灰質砂岩層で，

砂鉄層は概して偽層をなしう互に雁行することが多い。

　（4）　殿入沢附近の砂鉄層の鉄品位を磁選鉄縞鉱には

いる鉄分で表わせば，平均35％，チタン分については・

平均Tio23％である。強磁性部中のチタン分はTio2

10多に達しな～㌔弱磁性部中のチタン分は強磁性部中の

チタン分に比べて低い。・本区域の砂鉄層は磁性による分

離がよくない。燐分・硫黄分・銅分はともに低い。V205

0．30％以上を示す部分があり，バナジン分は局部的に高

い所がある。

　（5）殿入沢附近においてはさらに深部へ向かつて砂

鉄層の賦存状況を明らかにすることと，含砂鉄層の下限・

の不整合面の延びと形とを明らかにすることが将来の探

鉱年肝要なζとである。　　（昭和29年10～11月調査），　6
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